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第 227回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

大きな愛を込めて 〜 思いやり慈しむ 〜 

 

2024 年 1 月 5 日筆者は理事長として恵泉女学園の新年礼拝に出席した。 教職員 100

人以上が参加されていた。 筆者は『挨拶』の機会が与えれた。 

 

【2023 年末の Bethlehem(ベツレヘム ペンシルべニア州)に在住の Wife の姉夫妻宅で、

Lakewood(レイクウッド カリフォルニア州)に在住の娘家族、グランドラピッズ（Grand 

Rapids ミシガン州）に在住の娘家族も来訪し貴重な時間を共に過ごしたこと、wifeの両親

が住んでいたエマオ（Emmaus, ペンシルベニア州）も訪問したこと、『エマオへの道：エル

サレムから 11 キロメートル余り離れたエマオという村に行く途中であった。―――、私た

ちの心はうちに燃えていたではないか。』(ルカによる福音書 24章 13〜35節)】をさりげな

く語った。 

 

さらに、2024 年の元旦(1 月 1 日)の、石川県『能登半島地震』のことも触れた。【1933

年 3 月 3 日には 三陸で地震の大災害があったと記されている。 その時、 新渡戸稲

造(1862-1933)は 被災地 宮古市等沿岸部を 視察したとのことである。 その惨状を 

目の当たりにした 新渡戸稲造は『Union is Power』(協調・協力こそが力なり）と 当

時の青年に語ったと言われている。 まさに 今にも生きる言葉である。 『時代の波

は 寄せては返す』を痛感する元旦となった 】ことも述べた。 

他を思いやり慈しむ心 

常に高い目標を目指して努力し続ける姿勢 

 

人の欠点を指摘する要はない 

理由があっても腹を立てぬこそ非凡の人 

相反する人の存在を認める 

協調協力こそが力なり 

小さな事に大きな愛を込めて 

人生の目的は品性を完成するにあり(画像) 

 

『教育者の原点を確認』する新年(2024年)礼拝となった。 
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